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1. 2022年12月期第2四半期の連結業績（2022年1月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第2四半期 15,175 5.9 630 103.6 716 74.5 402 100.0

2021年12月期第2四半期 14,334 △0.8 309 14.1 410 23.1 201 25.9

（注）包括利益 2022年12月期第2四半期　　467百万円 （75.3％） 2021年12月期第2四半期　　267百万円 （34.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年12月期第2四半期 246.08 ―

2021年12月期第2四半期 123.06 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年12月期第2四半期 18,571 8,274 39.4

2021年12月期 18,968 7,959 37.1

（参考）自己資本 2022年12月期第2四半期 7,325百万円 2021年12月期 7,038百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 ― 0.00 ― 70.00 70.00

2022年12月期 ― 0.00

2022年12月期（予想） ― 75.00 75.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年12月期の連結業績予想（2022年 1月 1日～2022年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,089 3.9 1,120 46.6 1,270 35.3 705 40.7 431.02

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※　2022年12月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用しているため、上記の連結業績予想は当該会計基準等を適用

　　　した後の金額となっております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期2Q 1,740,330 株 2021年12月期 1,740,330 株

② 期末自己株式数 2022年12月期2Q 103,745 株 2021年12月期 103,745 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期2Q 1,636,585 株 2021年12月期2Q 1,636,691 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、年明け以降の新型コロナウイルス感染症の感染再拡大がピー

クアウトし、経済活動制限が解除されたことで、景気に持ち直しの兆しが見られました。しかし、ロシア・ウクラ

イナ情勢の長期化や中国における経済活動の抑制などの影響によるサプライチェーンの混乱や資源価格の高騰によ

り、国内景気は不安定な状況が続いております。

建設業界におきましては、公共投資においては底堅く推移しており、民間投資については、住宅建設はおおむね

横ばいで推移しており、設備投資においては持ち直しの動きが見られております。また、依然として鋼材等の原材

料価格が高騰しており、厳しい経営環境が継続しております。

このような経営環境のなか、当社グループにおきましては、「内装建材事業」、「エクステリア事業」、「住環

境関連事業」の三本の事業セグメントを軸に、多角的な事業展開によるグループ成長に取り組んで参りました。国

内景気において不安定な状況が続いており、建設需要の持ち直しには至っていないものの、鋼材等の原材料価格の

高騰に伴う仕入価格相場に対応した適正な販売価格の維持を徹底したこと等により、当社グループの業績は、前年

同四半期比において増収増益となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、151億75百万円（前年同四半期比5.9％増）、営業利益６億30

百万円（前年同四半期比103.6％増）、経常利益７億16百万円（前年同四半期比74.5％増）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益４億２百万円（前年同四半期比100.0％増）となりました。

なお、「収益認識会計基準」の適用による影響額といたしまして、当第２四半期連結累計期間の売上高が８億99

百万円減少、売上原価が８億90百万円減少いたしましたが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響は軽微であります。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

（内装建材事業）

内装建材事業は、売上高は68億99百万円（前年同四半期比12.0％増）、営業利益は４億２百万円（前年同四半期

比111.3％増）となりました。

当第２四半期連結累計期間においては、不安定な国内景気の影響により、建設需要の持ち直しには至っていない

ものの、仕入価格相場に対応した価格改定が順調であったことにより、前年同四半期比において増収増益となりま

した。

なお、「収益認識会計基準」の適用による影響額といたしまして、売上高が１億82百万円減少、売上原価が１億

75百万円減少いたしましたが、営業利益に与える影響は軽微であります。

（エクステリア事業）

エクステリア事業は、売上高は59億８百万円（前年同四半期比1.4％減）、営業利益は３億68百万円（前年同四

半期比34.3％増）となりました。

当第２四半期連結累計期間においては、「収益認識会計基準」の適用による影響で前年同四半期比において減収

となりましたが、仕入価格等における取引先との契約条件の見直しが進んだことや、好調なリフォーム需要が前年

から継続していることにより、前年同四半期比において増益となりました。

なお、「収益認識会計基準」の適用による影響額といたしまして、売上高が６億52百万円減少、売上原価が６億

50百万円減少いたしましたが、営業利益に与える影響は軽微であります。

（住環境関連事業）

住環境関連事業は、売上高は23億94百万円（前年同四半期比9.3％増）、営業利益は１億20百万円（前年同四半

期比42.6％増）となりました。

当第２四半期連結累計期間においては、中京圏における大型物件や工事案件が増加傾向となったことにより前年

同四半期比において増収増益となりました。

なお、「収益認識会計基準」の適用による影響額といたしまして、売上高が64百万円減少、売上原価が63百万円

減少いたしましたが、営業利益に与える影響は軽微であります。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は185億71百万円となり、前連結会計年度末に比べて３億97百万

円減少いたしました。これは主に、商品が３億24百万円増加し、現金及び預金が５億83百万円、受取手形及び売掛

金が１億19百万円、顧客関連資産が26百万円減少したことによるものであります。
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売上高 310億89百万円

営業利益 11億20百万円

経常利益 12億70百万円

親会社株主に帰属する当期純利益 ７億５百万円

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は102億96百万円となり、前連結会計年度末に比べて７億12百万

円減少いたしました。これは主に、支払手形及び買掛金が４億95百万円、１年内返済予定の長期借入金が58百万

円、長期借入金が１億91百万円減少し、流動負債のその他が25百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は82億74百万円となり、前連結会計年度末に比べて３億14百万

円増加いたしました。これは主に、配当金の支払及び親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余

金が２億87百万円、非支配株主持分が28百万円増加したことによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末と比

べ、５億83百万円減少し、44億14百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
営業活動の結果使用した資金は、１億99百万円（前年同四半期は１億18百万円の獲得）となりました。これは主

に、税金等調整前四半期純利益７億16百万円、減価償却費47百万円の計上、顧客関連資産償却額26百万円、売上債

権の減少１億10百万円の一方で、棚卸資産の増加３億24百万円、仕入債務の減少４億57百万円、法人税等の支払額

３億15百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果獲得した資金は、20百万円（前年同四半期は２億23百万円の獲得）となりました。これは主に、

定期預金の払戻による収入４億10百万円、投資有価証券の売却による収入39百万円、保険積立金の解約による収入

41百万円の一方で、定期預金の預入による支出４億10百万円、有形固定資産の取得による支出35百万円、保険積立

金の積立による支出28百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、４億３百万円（前年同四半期は３億75百万円の使用）となりました。これは主

に、長期借入金の返済による支出２億49百万円、配当金の支払額１億14百万円、非支配株主への配当金の支払額37

百万円などによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年12月期通期の業績予想につきましては、2022年２月14日に公表いたしました第２四半期連結累計期間及び

通期の業績予想について修正しております。詳細につきましては、2022年７月28日公表の「第２四半期（累計）業

績予想及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

なお、新型コロナウイルス感染症の収束時期やウクライナ情勢等の地政学リスクなど、先行きが不透明な状況が

続くものと見込まれており、今後の状況の変化により、業績予想の修正が必要となった場合には速やかに開示いた

します。

［ご参考 2022年度（2022年12月期連結業績見通し）］

(注) 上記連結業績見通しに関する注意事項

2022年度（2022年12月期）連結業績予想値は、現時点で入手可能な情報をもとに行った見通しであります。その

ため、上記連結業績予想数値はこれらの要因の変動により大きく異なる場合があります。また、売上高及び利益に

ついては、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用した後の金額となっており、一部売上

高及び利益について総額表示から純額表示になることの影響等を踏まえた数値となっております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,418,564 4,835,159

受取手形及び売掛金 6,002,587 5,882,637

電子記録債権 712,219 725,515

商品 1,187,178 1,511,695

その他 100,774 126,688

貸倒引当金 △3,171 △1,392

流動資産合計 13,418,151 13,080,304

固定資産

有形固定資産

土地 2,824,026 2,824,026

その他（純額） 781,693 762,060

有形固定資産合計 3,605,719 3,586,087

無形固定資産

顧客関連資産 431,561 404,588

その他 33,022 25,722

無形固定資産合計 464,583 430,311

投資その他の資産

その他 1,527,622 1,523,209

貸倒引当金 △47,622 △48,690

投資その他の資産合計 1,480,000 1,474,519

固定資産合計 5,550,303 5,490,917

資産合計 18,968,455 18,571,222

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,347,257 6,851,451

電子記録債務 743,335 778,135

短期借入金 370,000 370,000

１年内返済予定の長期借入金 487,480 429,180

未払法人税等 332,078 312,002

賞与引当金 112,889 115,970

その他 478,832 504,184

流動負債合計 9,871,873 9,360,924

固定負債

長期借入金 533,403 341,713

役員退職慰労引当金 248,322 247,829

資産除去債務 26,407 26,502

その他 328,664 319,640

固定負債合計 1,136,798 935,684

負債合計 11,008,671 10,296,608

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 885,134 885,134

資本剰余金 1,316,174 1,316,174

利益剰余金 4,949,951 5,237,279

自己株式 △123,779 △123,779

株主資本合計 7,027,481 7,314,809

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 11,393 10,693

その他の包括利益累計額合計 11,393 10,693

非支配株主持分 920,908 949,110

純資産合計 7,959,783 8,274,613

負債純資産合計 18,968,455 18,571,222
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

売上高 14,334,938 15,175,383

売上原価 11,962,079 12,395,291

売上総利益 2,372,858 2,780,091

販売費及び一般管理費 2,063,325 2,149,967

営業利益 309,533 630,124

営業外収益

受取利息 1,624 1,646

受取配当金 709 862

仕入割引 48,439 49,291

投資有価証券売却益 － 6,500

保険解約益 38,453 2,271

その他 21,564 28,590

営業外収益合計 110,792 89,163

営業外費用

支払利息 2,430 1,828

賃貸費用 570 610

売上割引 6,308 －

その他 251 173

営業外費用合計 9,560 2,612

経常利益 410,765 716,675

税金等調整前四半期純利益 410,765 716,675

法人税、住民税及び事業税 254,026 293,993

法人税等調整額 △100,995 △47,736

法人税等合計 153,031 246,256

四半期純利益 257,734 470,418

非支配株主に帰属する四半期純利益 56,325 67,686

親会社株主に帰属する四半期純利益 201,408 402,732

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

四半期純利益 257,734 470,418

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 9,294 △2,444

その他の包括利益合計 9,294 △2,444

四半期包括利益 267,028 467,974

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 209,285 402,031

非支配株主に係る四半期包括利益 57,743 65,942

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 410,765 716,675

減価償却費 47,567 47,282

顧客関連資産償却額 26,972 26,972

賞与引当金の増減額（△は減少） 160 3,080

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,236 △710

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,502 △493

受取利息及び受取配当金 △2,334 △2,508

支払利息 2,430 1,828

投資有価証券売却損益（△は益） － △6,500

保険解約益 △38,453 △2,271

売上債権の増減額（△は増加） 513,114 110,706

棚卸資産の増減額（△は増加） △298,866 △324,823

仕入債務の増減額（△は減少） △557,162 △457,952

その他 △22,977 3,178

小計 88,481 114,462

利息及び配当金の受取額 2,688 2,485

利息の支払額 △2,414 △1,795

法人税等の支払額 △24,192 △315,125

法人税等の還付額 53,751 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 118,315 △199,973

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △280,003 △410,585

定期預金の払戻による収入 282,609 410,584

有形固定資産の取得による支出 △8,864 △35,669

有形固定資産の売却による収入 5,229 2,137

無形固定資産の取得による支出 △1,120 △320

投資有価証券の取得による支出 △1,033 △838

投資有価証券の売却による収入 － 39,693

貸付けによる支出 △1,000 －

貸付金の回収による収入 2,051 2,117

保険積立金の積立による支出 △38,248 △28,007

保険積立金の解約による収入 262,937 41,449

その他 1,310 △10

投資活動によるキャッシュ・フロー 223,869 20,551

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △249,990 △249,990

自己株式の取得による支出 △142 －

配当金の支払額 △90,055 △114,112

非支配株主への配当金の支払額 △34,040 △37,740

その他 △1,485 △2,141

財務活動によるキャッシュ・フロー △375,713 △403,984

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △33,528 △583,405

現金及び現金同等物の期首残高 4,207,122 4,997,980

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,173,594 4,414,574

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

- 8 -

初穂商事㈱（7425）　2022年12月期　第２四半期決算短信（連結）



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりであります。

(１)代理人取引に係る収益認識

一部の取引について、従来は、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識していましたが、顧客への財

又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額か

ら仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識することとしております。

(２)据付を要する商品に係る収益認識

一部の連結子会社について、顧客との契約の中で据付の義務を負う商品について、従来は、商品部分は出荷

時、役務部分は据付完了時に収益を認識していましたが、収益認識会計基準等に基づき履行義務の識別及びそ

の充足時点について検討を行った結果、商品の据付が完了した時点で、顧客は商品に対する支配を獲得し、一

部の連結子会社は履行義務を充足すると判断し、商品部分と役務部分を併せて収益を認識することとしており

ます。

(３)変動対価が含まれる取引に係る収益認識

売上割引について、従来は営業外費用に計上しておりましたが、顧客との契約において約束された対価から

売上割引の見積金額を控除する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ま

た、収益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに

行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積

的影響額を第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しています。

この結果、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高が899,708千円減少し、売上原価は

890,478千円減少しましたが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微でありま

す。また、利益剰余金の当期首残高に与える影響も軽微であります。

なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方

法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号

2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約

から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

なお、これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

内装建材事業 エクステリア事業 住環境関連事業

売上高

外部顧客への売上高 6,160,533 5,982,737 2,191,667 14,334,938

セグメント間の内部売上高又は
振替高

502 8,801 - 9,304

計 6,161,035 5,991,538 2,191,667 14,344,242

セグメント利益 190,414 274,577 84,336 549,327

利益 金額

報告セグメント計 549,327

全社費用（注） △239,794

四半期連結損益計算書の営業利益 309,533

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 2021年１月１日　至 2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の管理部門にかかる費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

内装建材事業 エクステリア事業 住環境関連事業

売上高

外部顧客への売上高 6,899,601 5,881,142 2,394,639 15,175,383

セグメント間の内部売上高又は
振替高

- 27,327 - 27,327

計 6,899,601 5,908,470 2,394,639 15,202,711

セグメント利益 402,374 368,694 120,278 891,347

利益 金額

報告セグメント計 891,347

全社費用（注） △261,223

四半期連結損益計算書の営業利益 630,124

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 2022年１月１日　至 2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の管理部門にかかる費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「（会計方針の変更）（収益認識に関する会計基準等の適用）」に記載のとおり、収益認識基準等を第

１四半期連結会計期間の期首から適用し、収益認識に関する会計処理の方法を変更したため、事業セグメ

ントの利益又は損失の測定方法を同様に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間におけるセグメント売上高は内装建材事

業で182,905千円減少、エクステリア事業で652,740千円減少、住環境関連事業で64,063千円減少しており

ます。なお、セグメント利益に与える影響は軽微であります。
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